
会

生
口

昭
和
五
十
八
年
度
史
学
研
究
会
大
会

お
よ
び
総
会
は
、
予
定
通
り
十
一
月
置

溝

（
水
）
午
後
一
時
よ
り
楽
友
会
館
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

公
開
講
演
は
井
上
満
郎
、
萩
原
淳
平

の
両
氏
に
よ
り
左
記
の
演
題
で
行
わ
れ
、

盛
会
裡
に
終
り
ま
し
た
。

鹿
の
子
遺
跡
出
土
の
漆
紙
文
書

井
上
満
郎
氏

東
ア
ジ
ア
近
世
の
南
北
問
題

萩
原
淳
平
氏

昭
駒
五
十
八
年
度

　
史
学
研
究
会
大
会
講
演
要
旨

鹿
の
子
遺
跡
出
土
の
漆
紙
文
書

井
　
上
　
満
　
郎

　
漆
紙
文
書
と
は
、
漆
樹
液
の
浸
透
し
た
文
書
の

こ
と
を
い
う
。
漆
を
使
用
す
る
工
程
の
中
で
、
偶

然
に
重
液
が
紙
片
に
浸
透
し
、
紙
の
繊
維
そ
の
も

の
は
腐
敗
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
膿
液
が

硬
化
し
た
た
め
に
墨
痕
が
残
存
し
、
今
に
文
字
を

判
読
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
漆
は
液
体
で
あ
る
た

め
採
集
さ
れ
た
の
ち
に
比
較
的
大
き
な
容
量
の
壷

・
甕
に
入
れ
ら
れ
、
使
用
目
的
に
応
じ
て
適
量
を

別
の
容
器
に
と
り
だ
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
空
気

に
接
触
す
る
と
硬
化
す
る
た
め
蓋
と
し
て
紙
片
が

使
用
さ
れ
た
。
こ
の
紙
片
と
し
て
文
書
反
故
紙
が

利
用
さ
れ
た
よ
う
で
、
多
く
の
場
合
そ
れ
に
文
字

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
史
料
と
し
て
の
歴
史
は
浅
く
、
最
初
の
発
見
例

は
一
九
七
〇
年
出
土
の
宮
城
県
多
賀
城
跡
の
漆
紙

文
書
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
高
水
分
状
態
で
は
文

字
を
判
読
で
き
な
い
場
合
が
多
く
、
多
賀
城
跡
出

土
例
も
顕
微
鏡
・
赤
外
線
写
真
撮
影
装
観
・
赤
外

線
テ
レ
ビ
受
像
装
置
な
ど
を
使
っ
て
、
文
字
が
検

出
さ
れ
て
文
書
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
は
一

九
七
八
年
に
至
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
以
後
現
在
ま

で
全
国
で
約
二
〇
遣
跡
か
ら
漆
紙
文
書
の
出
土
が

報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
鹿
の
子
遺
跡
は
、
詳
し
く
は
鹿
の
子
C
遺
跡
と

い
い
、
か
つ
て
の
常
陸
国
府
所
在
地
で
あ
る
茨
二

丁
石
岡
市
に
存
在
す
る
。
推
定
国
告
訴
や
國
分
寺

。
国
分
尼
寺
跡
に
近
接
し
て
お
り
、
国
衙
工
房
跡

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
鹿
の
子
雨
跡
か
ら
出
土
し
た
漆
紙
文
書
は
、
紙

片
総
数
三
八
五
七
片
、
う
ち
文
書
と
確
認
で
き
る

も
の
七
二
三
片
で
あ
る
。
文
書
の
内
容
も
多
岐
に

わ
た
っ
て
お
り
、
類
別
し
て
以
下
に
略
述
す
る
。

　
第
一
は
、
漢
籍
様
文
書
で
あ
る
。
「
伯
禽
」
「
魯

国
」
な
ど
の
文
言
や
、
ま
た
通
常
の
日
本
古
代
文

書
と
は
様
式
・
文
調
な
ど
が
異
な
る
た
め
そ
う
判

断
し
た
の
で
あ
る
が
、
漆
紙
文
書
と
し
て
は
特
異

な
例
と
し
て
興
味
深
い
。
す
な
わ
ち
、
法
的
に
ま

た
実
際
上
に
も
文
書
に
は
そ
れ
ぞ
れ
有
効
年
限
・

保
存
年
限
が
詰
る
が
、
し
た
が
っ
て
反
故
紙
と
さ

れ
て
蓋
に
転
用
さ
れ
る
動
機
が
確
定
で
き
る
が
、

漢
籍
の
場
合
は
年
限
に
関
係
な
く
使
用
さ
れ
続
け

る
は
ず
で
あ
り
、
何
故
蓋
紙
に
な
っ
た
の
か
を
確

定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
他
遣
跡
に
出
土
を
み
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な
い
珍
し
い
例
で
あ
る
。
典
籍
名
は
明
ら
か
で
は

な
い
が
、
国
府
勤
務
の
地
方
官
人
に
お
い
て
も
教

育
資
料
・
教
養
書
と
し
て
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た

こ
と
は
疑
い
な
く
、
地
方
文
化
を
解
明
す
る
上
で

の
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。

　
第
二
は
、
田
籍
関
係
文
書
で
あ
る
。
個
人
名
の

記
載
、
里
坪
名
・
広
狭
記
載
な
ど
か
ら
し
て
、
個

人
ご
と
の
作
田
台
帳
か
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
性

格
は
確
定
で
き
な
い
。
国
衙
作
成
の
検
田
関
係
の

文
書
で
あ
る
こ
と
だ
け
は
明
ら
か
で
、
合
点
や

「
不
」
な
ど
の
後
筆
・
墨
筆
も
み
ら
れ
る
。
こ
の

文
書
は
二
つ
折
の
半
円
形
と
い
う
完
形
で
出
土
し

て
お
り
、
ま
た
大
き
さ
も
直
径
三
五
セ
ン
チ
前
後

と
他
に
例
を
み
な
い
大
き
さ
で
、
し
か
も
二
上
を

貼
り
継
い
で
い
る
。

　
第
三
は
、
戸
籍
・
計
帳
類
で
あ
る
。
数
種
類
の

籍
帳
が
み
ら
れ
る
が
、
丁
中
記
載
と
身
体
的
特
徴

と
が
二
行
割
り
で
書
か
れ
て
い
る
も
の
が
あ
っ
て
、

既
存
の
籍
帳
に
前
例
を
み
な
い
。

　
第
四
は
、
具
洗
暦
で
あ
る
。
延
暦
九
年
六
月
の

部
分
で
あ
る
が
、
紙
背
が
籍
帳
で
あ
り
、
こ
れ
も

他
に
例
が
な
い
。
暦
は
使
用
後
直
ち
に
不
用
に
な

る
文
書
で
あ
り
、
こ
の
場
合
も
延
暦
九
年
目
直
後

に
蓋
紙
と
し
て
転
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
し
、

出
土
遣
跡
の
年
代
を
量
定
す
る
上
で
も
重
要
な
意

味
を
も
つ
。

　
こ
の
ほ
か
、
調
帳
・
出
挙
帳
・
兵
士
戒
具
帳
な

ど
の
国
衙
行
政
に
か
か
わ
る
文
書
が
多
く
み
ら
れ
、

常
陸
国
府
か
ら
払
下
げ
ら
れ
た
文
書
群
が
、
国
衙

工
房
に
お
い
て
漆
容
器
の
黄
紙
に
使
用
さ
れ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
た
と
え
ば
庚
午

世
運
の
よ
う
に
国
衙
に
永
久
保
存
と
い
う
文
書
は

別
に
し
て
、
国
衙
行
政
関
連
の
全
文
書
が
蓋
紙
に

さ
れ
漆
紙
文
書
と
し
て
現
存
し
て
い
る
可
能
性
が

あ
る
わ
け
で
あ
っ
て
、
鹿
の
子
遺
跡
の
場
合
は
従

来
の
史
料
で
は
十
分
に
解
明
さ
れ
な
か
っ
た
国
衙

行
政
の
あ
り
か
た
や
地
方
社
会
の
実
体
を
知
る
貴

重
な
素
材
と
な
る
。
常
陸
国
に
つ
い
て
は
風
土
記

が
残
存
し
て
お
り
、
比
較
的
国
内
社
会
の
研
究
は

進
ん
で
い
る
と
い
え
る
が
、
風
土
記
や
ま
た
正
倉

院
文
書
な
ど
で
知
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
歴
史

側
面
を
出
土
の
国
衙
関
係
文
書
を
通
じ
て
明
ら
か

に
し
う
る
わ
け
で
あ
っ
て
、
注
目
す
べ
き
史
料
と

い
え
よ
う
。

菓
ア
ジ
ア
近
世
の
南
北
問
題

萩
　
原
　
淳
　
平

世
界
の
各
地
で
、
緯
度
差
に
も
と
つ
く
南
部
と

北
部
は
、
気
候
・
風
土
の
差
異
か
ら
生
産
物
や
生

産
方
法
の
相
違
、
更
に
住
民
の
営
み
と
そ
れ
に
基

づ
く
思
想
の
違
い
な
ど
が
存
在
す
る
。
そ
れ
ら
の

条
件
を
、
あ
る
者
は
長
所
を
発
展
さ
せ
、
あ
る
者

は
短
所
を
克
服
し
よ
う
と
し
、
あ
る
者
は
逆
ら
っ

て
よ
り
良
き
生
壁
を
求
め
て
努
力
す
る
。
そ
こ
に

南
北
間
の
政
治
・
軍
票
・
経
済
・
文
化
な
ど
多
方

面
に
わ
た
っ
て
歴
史
的
に
複
雑
な
問
題
が
発
生
す

る
。　
中
国
を
中
心
に
東
ア
ジ
ア
に
つ
い
て
は
、
長
城

を
境
に
し
て
、
北
ア
ジ
ア
の
遊
牧
罠
社
会
と
南
の

定
着
農
耕
民
社
会
と
の
相
違
、
同
じ
農
耕
民
で
も

潅
水
・
棊
嶺
山
脈
を
境
に
、
華
北
の
乾
燥
農
業
社

会
と
輩
南
の
湿
潤
農
業
社
会
と
で
は
か
な
り
の
相

違
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
同
じ
華
南
で
も
大
群

嶺
よ
り
南
の
広
東
・
広
西
地
区
は
、
そ
れ
よ
り
北

の
地
域
と
は
異
な
り
、
む
し
ろ
東
南
ア
ジ
ア
地
域

と
の
結
び
つ
き
が
深
く
、
時
代
を
降
る
に
従
っ
て

大
量
の
移
民
が
あ
り
、
両
者
の
間
に
特
異
な
関
係

が
つ
く
り
だ
さ
れ
た
。

　
こ
れ
ま
で
に
、
北
ア
ジ
ア
と
華
北
と
の
関
係
は
、

対
立
・
抗
争
史
と
し
て
把
え
ら
れ
た
り
、
征
服
王

朝
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
軍
事
的
に
優
位
な
北
ア

ジ
ア
民
族
の
南
下
征
服
論
が
強
調
さ
れ
た
り
し
た
。

し
か
し
、
一
部
の
現
象
で
は
あ
る
が
、
壁
代
・
明
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代
・
清
代
に
は
定
着
農
耕
民
が
長
城
以
北
に
進
出

し
た
。
ま
た
征
服
王
朝
に
お
い
て
さ
え
、
北
方
民

族
に
対
し
て
漢
人
の
政
治
・
経
済
・
文
化
に
果
し

た
役
割
り
は
決
し
て
小
さ
く
は
な
い
。

　
華
北
と
華
南
の
相
違
は
、
畑
作
地
帯
と
水
田
地

帯
に
象
徴
さ
れ
る
が
、
経
済
・
文
化
な
ど
の
面
で

も
か
な
り
の
相
違
点
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
草
岡

時
代
の
運
河
は
統
一
国
家
経
営
の
た
め
に
華
北
と

華
南
を
連
結
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ

て
両
者
の
本
質
が
変
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
南
宋

国
家
は
華
南
の
独
自
性
を
示
す
よ
い
例
で
あ
る
。

広
東
・
広
西
・
福
建
な
ど
の
住
民
は
古
く
か
ら
東

南
ア
ジ
ア
に
進
出
し
た
が
、
特
に
清
朝
後
半
か
ら

の
所
謂
華
僑
と
し
て
一
千
万
と
も
二
千
万
と
も
い

わ
れ
る
漢
人
が
進
出
し
た
の
も
、
南
北
問
題
の
一

端
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
こ
れ
ら
の
現
象
は
単
に
対
立
・
抗
争
史
観
で
は

割
り
切
れ
な
い
。
緊
張
・
摩
擦
・
相
互
発
展
や
時

に
は
戦
争
・
共
棲
・
相
互
浸
透
・
一
方
的
進
出
な

ど
複
雑
な
様
相
が
見
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
現
象
が

何
故
う
ま
れ
、
そ
れ
ら
が
互
に
連
動
す
る
か
ど
う

か
、
あ
る
い
は
全
体
と
し
て
東
ア
ジ
ア
史
を
動
か

す
要
因
に
ど
の
程
度
な
り
え
た
か
な
ど
種
々
の
問

題
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
そ
の
仕
組
と
か

構
造
を
総
合
的
に
研
究
す
る
と
共
に
、
従
来
の
諸

説
を
再
検
討
す
る
必
要
を
感
ず
る
。

　
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
南
北
問
題
に
つ
い
て
、
複

雑
に
な
っ
て
き
た
東
ア
ジ
ア
近
世
史
上
で
具
体
的

に
幾
つ
か
の
事
例
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
北

ア
ジ
ア
で
は
こ
の
時
代
に
契
丹
族
が
圏
家
形
成
に

成
功
し
た
が
二
期
は
燕
雲
十
六
州
（
北
ア
ジ
ア
と

華
北
の
中
間
地
帯
）
と
そ
れ
以
北
の
北
ア
ジ
ア
に

大
量
の
漢
人
を
移
り
住
ま
せ
、
こ
れ
ま
で
に
な
い

特
殊
社
会
を
構
成
し
、
二
重
体
系
の
長
所
を
生
か

し
、
短
所
を
克
服
す
る
南
北
問
題
の
大
き
な
課
題

を
背
負
っ
た
。

　
他
方
、
南
の
宋
は
北
ア
ジ
ア
と
対
立
し
な
が
ら

華
北
と
華
南
を
統
」
し
た
王
朝
と
し
て
栄
え
た
が
、

都
を
晴
唐
に
比
べ
て
東
方
の
運
河
と
黄
河
の
接
点

に
移
し
、
運
河
を
最
大
限
に
利
用
す
る
と
共
に
、

華
南
の
経
済
力
を
開
発
利
用
し
て
成
功
し
た
。
し

か
し
、
遼
の
騎
馬
軍
団
の
圧
力
に
悩
ま
さ
れ
、
少

量
を
は
じ
め
軍
備
拡
大
や
官
僚
層
の
増
大
な
ど
行

財
政
費
の
膨
張
に
苦
し
ん
だ
。
そ
こ
で
王
難
石
が

新
法
を
た
て
改
革
を
行
っ
た
。

　
従
来
こ
の
王
安
石
の
法
は
合
理
的
な
三
国
強
兵

策
と
も
社
会
政
策
と
も
高
く
評
価
さ
れ
た
。
確
に

宋
朝
再
興
策
と
し
て
優
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、

具
体
的
に
見
る
と
、
保
甲
・
保
馬
法
は
軍
事
の
負

担
弱
点
を
華
北
自
身
で
補
え
と
い
う
法
で
あ
り
、

市
易
・
均
輸
な
ど
は
中
央
官
僚
と
政
商
の
癒
着
に

よ
る
不
当
利
益
を
は
ば
み
、
華
南
の
過
重
な
負
担

を
軽
減
す
る
法
で
あ
る
。
青
苗
暮
役
は
華
南
農
民

の
限
界
ま
で
き
た
負
担
を
軽
減
す
る
法
と
解
さ
れ

る
。
総
じ
て
新
法
は
華
南
出
身
の
王
安
石
が
華
北

中
心
・
華
南
搾
取
の
政
策
批
判
で
あ
り
華
南
擁
護

の
立
場
か
ら
極
端
に
な
っ
て
き
た
南
北
不
均
衡
政

策
を
是
正
す
る
富
国
強
兵
策
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に

対
し
て
、
司
馬
光
は
華
北
出
身
の
官
僚
群
に
支
え

ら
れ
、
新
法
は
既
得
権
の
侵
害
な
り
と
旧
法
党
を

組
ん
で
反
対
し
た
。
薪
法
は
本
来
華
北
・
華
南
の

対
立
・
分
裂
を
さ
け
て
統
一
国
家
維
持
の
富
国
強

兵
策
で
あ
っ
た
が
、
党
争
を
繰
返
し
て
い
る
間
に

改
革
策
は
実
効
を
著
す
に
至
ら
ず
、
華
北
・
華
南

の
基
本
的
な
差
異
と
利
害
の
み
が
明
ら
か
に
な
り
、

分
裂
傾
向
が
助
長
さ
れ
た
。
そ
の
聞
隙
に
金
軍
の

侵
入
に
会
い
、
宋
朝
は
も
ろ
く
も
敗
れ
て
華
北
を

失
っ
た
。

　
宋
朝
の
再
建
に
あ
た
っ
て
は
、
華
北
回
復
志
向

の
代
道
者
聖
書
と
、
華
北
切
り
捨
て
華
南
独
立
志

向
の
代
表
者
秦
檜
と
の
間
で
主
導
権
争
い
が
あ
っ

た
。
結
局
華
南
派
が
水
軍
を
盾
に
経
済
立
圏
・
文

化
国
家
を
目
ざ
し
て
南
宋
朝
と
し
て
華
南
独
立
国

を
繁
栄
維
持
さ
せ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
南
北
相
違
の
基
本
を
踏
え
れ
ば
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こ
れ
ま
で
の
歴
史
の
解
釈
と
異
っ
た
理
解
の
方
法

も
あ
り
う
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
私
は
か
つ
て

木
華
黎
王
国
の
性
格
や
元
朝
の
華
南
政
策
の
特
殊

性
、
明
代
の
洪
豊
津
の
華
南
中
心
政
策
と
永
楽
帝

の
華
北
重
視
政
策
や
土
木
可
逆
の
動
揺
に
見
ら
れ

た
南
北
問
題
な
ど
断
片
的
に
南
北
問
題
に
関
心
を

持
っ
て
発
表
し
て
き
た
。
端
的
に
君
え
ぱ
、
北
ア

ジ
ア
は
軍
事
に
優
れ
経
済
に
弱
く
、
華
北
は
政
治

に
優
れ
軍
事
経
済
は
並
で
あ
る
。
華
南
は
経
済
に

強
く
軍
事
に
弱
い
。
東
南
ア
ジ
ア
は
自
然
条
件
は

恵
ま
れ
て
い
る
が
、
政
治
軍
事
に
弱
く
経
済
に
も

弱
い
。

　
こ
れ
ら
の
四
地
区
の
特
性
を
誘
え
て
、
歴
史
上

の
諸
現
象
を
例
え
ば
統
一
の
利
点
と
弱
点
、
分
裂

の
弱
点
と
利
点
な
ど
を
考
慮
に
入
れ
て
総
合
的
に

研
究
す
れ
ば
、
更
に
分
り
易
い
歴
史
が
書
け
る
の

で
は
な
か
ろ
う
か
と
い
う
の
が
私
の
考
え
で
あ
る
。

訂

正

　
本
誌
六
六
巻
第
三
号
（
一
九
八
三
年
五
月
一
回

発
行
）
所
載
の
金
田
章
裕
氏
の
論
文
（
「
唐
代
中
国

お
よ
び
律
令
期
日
本
に
お
け
る
土
地
表
示
法
」
）
の

第
五
図
（
二
五
頁
）
に
誤
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

次
の
よ
う
に
訂
正
さ
せ
て
い
た
円
き
ま
す
。

　
二
五
頁
第
五
図
の
中
の
「
左
京
坊
内
の
坪
」
の

　
う
ち
、
上
か
ら
下
に
向
っ
て
付
さ
れ
て
い
る
5

　
～
8
、
1
3
～
1
6
の
番
号
を
、
下
か
ら
上
に
向
っ

　
て
逆
に
付
す
。

169

！510

14且

・
　
二
・

－
　
　
　
り
山

13125

・
τ

（正）

13

@
1
4

951

1062

15

@
1
6

11

@
1
2

∴
・

一
・
一
・

（誤）

編
　
集
　
後
　
記

　
三
月
も
後
半
と
い
う
の
に
ま
だ
ま
だ
寒
い
が
臼

が
続
い
て
い
ま
す
。
本
年
の
冬
は
殊
に
厳
し
い
寒

さ
の
毎
日
で
し
た
。
こ
の
寒
さ
と
近
年
ま
れ
に
見

る
大
腿
の
為
と
は
申
し
ま
せ
ん
が
、
ま
た
も
本
誌

の
刊
行
が
遅
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
こ
と
を
お
わ
び

申
し
上
げ
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
号
に
は
論

説
3
本
、
研
究
ノ
ー
ト
2
本
、
書
評
と
各
分
野
か

ら
盛
り
沢
山
の
内
容
を
集
め
て
掲
載
出
来
、
充
実

し
た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
御
検
討
下
さ
い
。
さ

て
、
七
年
間
に
亘
り
編
集
委
員
を
務
め
て
こ
ら
れ

た
西
山
良
平
氏
が
委
員
を
交
代
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
長
年
の
御
努
力
に
心
よ
り
感
謝
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
井
）
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